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I．生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）とは 

「生涯活躍のまち」制度の概要 

(1)  生涯活躍のまちにおける基本理念  

「生涯活躍のまち（ 日本版 CCRC 1）」構 想は、「東京圏 をは じめとする地域

の中高年齢者が、希 望に応じ地方や「ま ちなか」に移り住み 、多世代の地域

住民と交流しながら 健康でアクティブな 生活を送り、必要に 応じて医療・介

護を受けることがで きるような地域づく り」を目指すもので あり、構想の主

な意義としては、① 中高年齢者の希望の 実現、②地方へのひ との流れの推進、

③東京圏の高齢化問 題への対応、の３つ の点があげられます 。  

「生涯活躍のまち」 構想は、単に高齢者 のための福祉施設を 整備するとい

う発想ではなく、中 高年齢者が主体とな って、地域社会に溶 け込みながら健

康でアクティブな生 活を送ることができ るコミュニティづく り・まちづくり

を行うものとなりま す。  

 

図表  1  「生 涯 活躍のまち」構 想 における高齢者の生活のイメージ  

 

（出所）「生涯 活躍 のまち」構想に関す る手引き（第 3 版）  

 

                                                   
1 CCRC： C ontinuing  Care  Ret i rement  Communi ty の略。 都会の高齢者が

地方に移り住み健康 状態に応じた継続的 なケア環境の下で自 立した社会生

活を送ることができ るような地域共同体 のこと。  
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セカンドキャリア支援プログラムの概要 

 

(1)  ７つの基本コンセプト  

 基本理念を踏まえ 、「生涯活躍のまち」構想は、以下の７つ の点を基本コン

セプトとしています （図表 2 参照）。  

 

図表  2  「生 涯 活躍のまち」構 想の７つの基本 コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

  移住希望者に対してきめ細やかな支援を行う。東京圏等から

地方へといった広域的な移動を伴う移住のみならず、「まち

なか」への転居など地域内での移動を伴う取組も想定  

 

 

  健康な段階からの入居を基本とし、目標志向型の「生涯活躍

プラン」に基づき、健康づくりや就労、生涯学習など社会活

動に主体的に参加することを目指す。  

 

 

  入居者が地域社会に積極的に溶け込み、子どもや若者など他

世代との協働や地域貢献ができる環境を実現する。ソフト面

全般にわたる「運営推進機能」の整備や、地域包括ケア関連

施設との連携も重要  

 

 

  医療介護が必要となった時に、人生の最終段階まで尊厳ある

生活が送れる「継続的なケア」の体制を確保。  

 

 

  医療介護人材の不足に対応しＩＴや多様な人材の活用、高齢

者などの積極的な参加により、効率的なサービス提供を行う。 

 

 

  入居者自身がコミュニティの運営に参画するという視点を重

視。  

 

 

  情報支援、人的支援、政策支援により構想の具体化を後押し。 

１．東京圏をはじめ地域の高齢者の希望に応じた地方や  

「まちなか」への移住の支援  

２．「健康でアクティブな生活」の実現  

３．地域社会（他世代）との協働  

７．構想の実現に向けた多様な支援  

６．居住者の参画・情報公開等による透明性の高い事業運営  

５．ＩＴ活用などによる効率的なサービス提供  

４．「継続的なケア」の確保  
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(2)  「生涯活躍のまち」構想の具体像  

 国の手引きでは 、「生涯活躍のまち」 の要件を、「 共通必 須項目」と「選択

項目」に区分して示 しています。「 共通 必須項目」は、入居 者の安心・安全の

確保などの観点から 、地域の事情に関わ りなく遵守しなけれ ばならない項目

であり、「 選択項目 」は、地域の特 性や 強み、希望する地 域 づくりに応じた項

目となっています。  

図表  3  「生 涯 活躍のまち」構 想の具体像  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  4  「生 涯 活躍のまち」の生活 イメージ 
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(3)  セカンドキャリア支援プログラムの検討手法  

 本プログラムでは 、移住者に健康でア クティブな生活 を支 援するための「生

涯活躍プラン」を「 セカンドキャリア支 援プログラム」と 定 義 します。  

 「セカンドキャリ ア支援プログラム」 の検討にあたっては 、先進事例、周

辺事業者・ＮＰＯ団 体に対するアンケー ト調査、移住希望者 に対するＷｅｂ

アンケート調査など により、「移住者の 希望 」と「長柄町が有する地域資源を

活用した活動の場」 のマッチング・プラ ンニング手法を検討 します。  

 

 

図表  5  セカンドキャリア支援プログラムの検討手法  

 

 

 

  

連携先 洗い出し手法 移住者ニーズの把握

就業

起業

地域活動

地域資源の洗い出し

過去の経験・スキルの活用

移住して実現したい事

教育 生涯学習 大学 ヒアリング

社会参加
コミュニティ活動

ボランティア

Ｗｅｂアンケート

グループインタビュー

事業者・団体ヒアリング

周辺事業者

就労支援団体

自治体

NPO

教育機関

ボランティア団体

保育・福祉施設

就労

活動分野

事業所アンケート

ヒアリング

先進事例調査

ＮＰＯアンケート

ヒアリング

先進事例調査

【マッチング・

プランニング】
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II．セカンドキャリアに係る長柄町の特性 
 

地域特性と地域資源 

長柄町は、房総半島 のほぼ中央部に位置 し、都心部から 50 ㎞圏内、県庁所

在地である千葉市か ら 25 ㎞圏に位置し てい ます。首都圏中 央連絡自動車道

（圏央道）の開通に より 、都心部や県内 の人口集積地へのア クセスは改善し

ましたが、鉄道がな く、バス路線の廃止 ・縮小が続く本町で は交通アクセス

の改善が課題となっ ています。  

市街地、商業集積 が 未整備のため、就 労 、買い物、娯 楽活動 の場は市原市、

茂原市、千葉市など 近隣自治体に依存し ています 。  

生涯活躍のまちの拠 点となる「リソル生 命の森」や、都市農 村交流センタ

ー、ゴルフ場などス ポーツ関連施設が充 実しています。  

町内では、多様な主 体により、町内一周 駅伝、体育大会、文 化祭、グリー

ンツーリズムといっ たイベントが実施さ れており地域の情報 発信、賑わい創

出、住民の交流につ ながっています。  

このように、長柄町 は 多彩な地域資源を 有しており、これら の地域資源を

活用した活動が期待 できる環境にありま す。  

 地域住民を含めた セカンドキャリアの 充実においては、地 域資源を活用し 、

多様な担い手による 幅広い活動の場を創 出する事が重要とな ります。  
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図表  6  地 域 資源の整理 と活用方法の一例  

 

 

セ カンドキャリアにおける活動の場  

就労  生涯学習  
社会参加  

地域活動  

趣味・  

娯楽  
その他  

地

域

資

源

（

例

） 

リ ソ ル 生 命 の

森  
就 労 の 場  

お 茶 の 間 ゼ

ミ  

地 域 交 流 拠

点  

各 種 ア ク テ

ィ ビ テ ィ の

提 供  

ク リ ニ ッ ク

に よ る 健 康

管 理  

千葉大学   
カ レ ッ ジ リ

ン ク の 実 施  

学 生 の 参

加 ・ 交 流  
 

健 康 増 進 プ

ロ グ ラ ム の

提 供  

周辺事業所  就 労 の 場  資 格 取 得  
Ｃ Ｓ Ｒ 活 動

と の 連 携  
  

農業用地  新 規 就 農  
自 然 学 習 の

場  

援 農 ボ ラ ン

テ ィ ア  

園 芸 、 体 験

農 園  
 

ＮＰＯ法人  
ボ ラ ン テ ィ

ア 人 材 確 保  

生 涯 学 習 講

座 の 提 供  

メ ン バ ー と

し て 参 加  
  

首 都 圏 へ の 近

接性  

就 労 機 会 の

多 さ  

近 隣 大 学 等

で の 受 講  

活 動 機 会 の

多 さ  

周 辺 商 業 施

設 、 文 化 施

設 等  

二 地 域 居 住

も 可 能  

先輩移住者     
趣 味 ・ 娯 楽

の 広 が り  

情 報 発 信 の

担 い 手  

里山イベント    

ボ ラ ン テ ィ

ア と し て 参

加  

余 暇 活 動   

グ リ ー ン ツ ー

リズム  
就 農 ・ 援 農   

ボ ラ ン テ ィ

ア と し て 参

加  

余 暇 活 動  

都 市 部 へ の

情 報 発 信 機

会  

社 会 福 祉 協 議

会  
 

ボ ラ ン テ ィ

ア 人 材 の 育

成  

ボ ラ ン テ ィ

ア の コ ー デ

ィ ネ ー ト  

  

医療機関    

高 齢 者 の 見

守 り 等 で の

連 携  

 
医 療 サ ー ビ

ス の 提 供  

観光資源  

都 市 農 村 交 流

センター  

  
ボ ラ ン テ ィ

ア の 場  
余 暇 活 動  

都 市 部 へ の

情 報 発 信  

ゴルフ場  就 労 の 場    余 暇 活 動   

スポーツ施設     余 暇 活 動   

農業体験     余 暇 活 動   

加 工 ・ 自 然 体

験  
  

ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 

趣 味 ・ 娯 楽

の 広 が り  
 

ス ポ ー ツ イ ベ

ント  
  

ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 
余 暇 活 動   

文化イベント    
ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 
余 暇 活 動   

地域伝統行事    
ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 
余 暇 活 動   

子ども園    
ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 
  

小中学校    
ボ ラ ン テ ィ

ア（ 担 い 手 ） 
  

生涯大学校  

（茂原市）  
 資 格 取 得  

地 域 活 動 の

き っ か け  
余 暇 活 動   
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強みと課題の整理 

 

地域資源の整理や、 各種アンケート、ヒ アリング調査から、 長柄町のセカ

ンドキャリアに係る 分野の「強み 」、「課 題」を整理すると以 下のとおりです。  

移住者の充実したセ カンドキャリア支援 においては、「強み 」を活かすとと

もに「課題」を克服 する視点が必要とな ります。  

 

図表  7  セカンドキャリアに係 る「強み」と「課 題 」  

 
  

強み 課題 調査結果

基幹産業である農業の活
力低下

移住者のなかで約2割（19.5％）
は就労希望があり

工業、商業などの雇用の
場が不足

ＮＰＯ団体、医療・福祉、製造業
などでは高齢者層でも一定の人材
需要がある

「リソル生命の森」での生
涯学習機会の提供

生涯学習の場への交通ア
クセス

ＮＰＯ、生涯大学校など生涯学習
に関する既存団体の存在

千葉大学との連携
生涯学習分野の多様化へ
の対応

移住希望者は大学講義等の受講に
一定の興味がある（3割超）

ＮＰＯ、社協などの主体が
存在する（ボランティア
コーディネーター等）

子ども園での児童との交流
機会

自然環境、農業（グリー
ン・ツーリズム）、スポー
ツ分野等は充実している

文化・芸術、旅行、商業
などの分野が不足

移住希望者は豊かな自然や健康的
な生活に対する興味は高い

スポーツ

・体育大会、一周駅伝大会
などスポーツに関連する行
事が盛ん
・「リソル生命の森」、
「都市農村交流セン
ター」、「ゴルフ場」など
スポーツ・レクリエーショ
ン施設が充実

高齢者が参加できる分野
が不足

スポーツジムなど健康増進に係る
分野の興味は高い

4つの病院・診療所が立
地、健診体制が充実してい
る

小規模事業者が多く商業
規模が不足しており、近
隣市に依存

市原市、茂原市、千葉市な
ど周辺自治体の商業集積

鉄道がなく、バス路線も
廃止・縮小で交通利便性
が低下

首都圏に近接しており、都
市住民に対する情報発信機
会が多い

首都圏住民等に対する効
果的な情報発信が出来て
いない

首都圏住民の長柄町の認知度は半
数以下（49.9％）

ＣＣＲＣ拠点としての「リ
ソル生命の森」

「リソル生命の森」と地
域との接点確保（交流機
会や公共交通の充実）

移住者希望者には施設だけではな
く、地域の魅力発信が必須

買い物の利便性、医療施設の充
実、交通の便は重要視されている

趣味・娯楽

情報発信

その他

就労

生活関連
サービス

・受け手と担い手のマッ
チング
・担い手の育成（スキル
不足）

市原市、茂原市、千葉市な
ど周辺自治体の産業集積

社会参加
地域活動

生涯学習

地域住民との交流、ボランティア
活動などに対する移住者ニーズは
低い（⇔町民のボランティア参加
意欲は高い）
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III．基本方針 

長柄町生涯活躍のま ち構想では、「リソ ル生命の森」に おい て大学連携型Ｃ

ＣＲＣの事業化を推 進していますが、前 述のとおり、移住者 が 健康でアクテ

ィブな生活を過ごす ためには、「リソル 生命の森」内だけで はなく、長柄町の

地域資源の活用、地 域住民 や事業者等と の交流なども含め、 長柄町および 周

辺自治体を含めた地 域 全体を活動の場と することが求められ ます 。  

長柄町が有する豊か な 自然や環境を活か したイベント、都心 部への近接性、

充実したスポーツ関 連施設、周辺の商業 集積といった地域資 源を最大限に活

用し、移住者同士の みならず、地域住民 と積極的に関わるこ とで移住者が明

確な目的を持った生 活を送ることが出来 るプログラムを検討 する 必要があり

ます。  

 

 

IV．基本的な方向性 
 

長柄町で移住者の健 康でアクティブな生 活を支援するための 「セカンドキ

ャリア支援プログラ ム」として、以下の 観点を考慮する必要 があります。  

 

 

 

 

首都圏の移住希望者 における長柄町 の認 知度は、約半数が

「知らない（聞いた ことがない）」と 、本 町は極めて低い認知

度となっています 。  

全国各地でアクティ ブシニアの移住・定 住誘致が 積極的に展 開されて

いるなかで、移住 希 望者に関心を持っ て もらうために町自 体 の認知度 向

上は極めて重要とな ります。  

先進自治体では、ホ ームページや情報誌 を通じた町の魅力 発 信に加え、

定期的な首都圏で の 移住・定住関連イ ベ ントの開催、 県や 周 辺自治体と

の広域連携による 情 報発信機会の多様 化 などが進められて お り、本町に

おいても積極的な 情 報発信と発信手法 の 多様化を目指す必 要 があります。 

 

 

 

 

  2 

 

     

 

                                                   
2 Ｓ Ｎ Ｓ（ ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス ）：イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 社 会 的 な つ

な が り を 提 供 す る サ ー ビ ス 。友 人 や 同 僚 等 と 情 報 を 共 有 す る Fa c e b oo k、写 真

や 短 時 間 の 動 画 を 共 有 す る I n s t a g r a m、 会 話 ・ 通 話 サ ー ビ ス の LI NE な ど が

代 表 的 な サ ー ビ ス 例  

積極的な情報発信と発信手法の多様化  

 
方向性  

①  

【方向性に基づいた 施策展開例】  

  千葉県との連携によ るイベント機会の創 出（県事業 への積極 参加 ）  

  千葉大学、リゾート ソリューションとの 連携に よる発信 機会 の増加  

  町内イベント実施時 の移住者向けブース の常設  

  既存移住者を 通じた 生活環境の情報発信  

  町民による情報発信 （ ＳＮＳ 2 を活用）  
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移住希望者 は、居住 地の施設や活動だけ ではなく、自然、

景観、伝統、住民 と の交流機会といった 地域資源全体に魅力

を感じ移住先を検討 しています。  

長柄町は、豊かな自 然、充実したスポー ツ関連施設など差別 化可能な

地域資源を有して い ますが、地域資源 の 組み合わせや発信 方 法の工夫 、

住民が誇りに思う 新 たな地域資源の洗 い 出し 等により、長 柄 町 を他地域

と差別化し、移住 希 望者が移住・定住 し たいと思わせる 必 然 性を生み出

すことが求められま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 セカンドキャリア 支援プログラム 」は 、 事業主体である

運営推進法人が策定 し、移住者に提供 す ることになりますが 、

趣味・志向などの 面 で社会の多様化が進 んでいるため運営推

進法人が単独で充実 したプログラムを提 供する事は困難です 。 

そのため、既存の活 動団体（行政、社会 福祉協議会、ＮＰＯ 等）、千葉

大学、事業者、町 民 などが連携し、 移 住 者が希望する目標 志 向型の活動

を多様な担い手が 主 体的 かつ複合的に 提 供することでプロ グ ラム内容が

充実します。  

また、専門人材の募 集などにより 、地域 活動における中核的 な人材を

育成する事も必要と なります 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【方向性に基づいた 施策展開例】  

  移住者との定期的な 懇談機会  

  住 民 、 行 政 、 商 工 団 体 、 事 業 者 、 学 生 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど が 一 体 と

なった移住・ 定住促 進組織 による 地域資 源 の発掘  

移 住 者 、 地 域 活 動 の 担 い 手 、 退 職 者 、 子 ど も な ど 集 め た ワ ー ク シ ョ

ッ プ を 開 催 し 、 多 様 な 視 点 に よ る 地 域 資 源 の 発 掘 、 情 報 発 信 、 移 住

希望者ギャップ の洗 い出し 、施策 の検討 や商品造成など を行 う。  

  中 高 年 齢 層 が 暮 ら し や す く な る た め の 施 策 を 自 主 的 に 検 討 し 、 地 域

の生活利便性向上を 図る ことで移住・ 定 住環境の改善を目指 す。  

【方向性に基づいた 施策展開例】  

  生涯活躍のまちに関 する勉強会 ・ 研究会 の開催  

  市内事業者の 参画に よる 新規事業の創出  

  まちづくりに 関する 推進協議会や、まち づくり会社の設立  

  専 門 人 材 （ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 広 報 官 、 イ ベ ン ト プ ロ デ ュ ー サ ー 、

アスリート） の登用  

多様な視点による差別化できる地域資源の洗い出し  

 
方向性  

②  

実施主体の確立と連携体制  

 
方向性  

③  
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       拠 点 性 を 活 か し た 多 様 な 主 体 に よ る 多 方 面 で の 事 業 展 開 は

「リソル生命の森 」 や長柄町の認知度 向 上、観光・各種イ ベン

ト参加者など の交 流 人口増加、長柄町 で の消費拡大・税収 増加

の点で相乗効果が期 待出来ます。  

「リソル生命の森」 における 活動によっ てもたらされる事業 収益の向

上や自治体の税収 増 加 は、既存サービ ス の拡充や新規サー ビ スの提供 を

可能とし、新たな 移 住・定住者の 増加 や 、地域の新規雇用 の 創出、若年

層の流出抑制・転入 増加 といった好循環 につながります。  

そのため、「長柄町 セカンドキャリア支 援プログラム」にお いては事業

収益性の向上や税 収 増につながる事業 を 展開するという視 点 が 必要です。 

図表  8  「リソル生 命の森 」における好循環の創出 （概 念図 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リソル
生命の森

スポー
ツ拠点 共同

店舗

市民
農園

観光
拠点

就労
自然
体験

健康
増進

ボラン
ティア
拠点

文化・
芸術

ＣＣＲＣの新規移住者  

「 リ ソ ル 生 命 の 森 」  

以 外 の 地 域 で の 移 住  

周辺・都市住民  

長柄町民（含む移住者） 

周辺事業者・ＮＰＯ  

千葉大学の学生  

新規雇用の創出  

事業収益・税収増  

若年層の流出抑制・転入増加  

認知度向上  交流人口の増加  

リソル生命の森で展開するサービスの更なる向上  

など  

「リソル生命の森」の拠点性を活用した好循環の創出  

 
方向性  

④  

商業施設・交通機関  

など生活利便性向上  

来 場 者 消 費  

商 品 売 上  

雇 用 の 場  

施 設 内 利 用  

来 場 者 消 費  

医 療 費 抑 制  
来 場 者 消 費  

来 場 者 消 費  

共 助・生 き が い  

人 口・税 収 増  
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V．具体的なプログラム案の検討 

 基本的な方向性を 踏まえ、「長柄町セ カンドキャリア支援 プログラム」の 具

体的な事業例として 以下のものが考えら れます。  

 

中高齢者スポーツ大会 3の定期開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  9  高 齢 者 スポーツ大会の定期開催の実施手法案  

活用可能な  

地域資源  

○リソル生命の森のスポーツ関連施設  

○リソル生命の森の宿泊施設  

○公民館、武道館等の町営施設  

○町体育協会などによるスポーツ大会開催実績（町内一周駅

伝、体育大会等）  

事業主体  
  まちづくり会社（リゾートソリューション、周辺事業者、

町既存団体・ＮＰＯなどが連携して創設）  

期待される  

効果  

  町民、移住者の健康増進・生きがい創出  

  成果を実感できる場の創出による意欲の継続  

  大会参加者、関係者、応援者の消費  

  情報発信機会の増加による認知度向上  

課題  

  実施主体の確立  

  参加者の健康管理など医療施設との連携  

  来場手段の確保（公共交通機関の充実）  

期待される  

役割  

【町民】大会参加、運営ボランティア  

【移住者】大会参加、運営ボランティア  

【長柄町】協賛、運営支援、大会誘致  

【リゾートソリューション】開催場所、宿泊施設の提供  

【周辺自治体】大会参加、広域イベントの開催、運営協力  

【周辺事業者・ＮＰＯ】協賛、運営ボランティア  

                                                   
3 全 国 的 な 高 齢 者 ス ポ ー ツ 大 会 と し て は 、厚 生 労 働 省 等 が 主 催 す る 主 に 6 0 歳 以

上 を 対 象 と し た 「 全 国 健 康 福 祉 祭 （ 愛 称 ： ね ん り ん ピ ッ ク ）」 や 、 公 益 財 団 法

人 日 本 体 育 協 会 が 主 催 す る 競 技 志 向 の 高 い シ ニ ア を 対 象 と し た 「 日 本 ス ポ ー

ツ マ ス タ ー ズ 」 が あ る 。 開 催 自 治 体 も 主 催 者 と な る が と も に 千 葉 県 で の 開 催

実 績 は な い 。  

高齢 者 の 健康 増 進、 生き が い 創出 、 地域 交流 な ど を目 的 とし て、 全 国 各

地で高齢者スポーツ 大会が開催されてい る。「リソル生命 の 森」を中心とし

た 充 実 し た ス ポ ー ツ 拠 点 と 長 年 続 く ス ポ ー ツ イ ベ ン ト 開 催 実 績 を 活 か し

て、 中 高年 齢 者 を対 象と し たス ポ ー ツ大 会を 定 期的 に 開 催し 、将 来 的に は

全国・世界レベルの 中高齢者スポーツ大 会の誘致を目指す。  

概要  
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遊休農地を活用した市民農園 4と地域交流  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表  10  遊 休 農地の活用事業の手法案  

活用可能な  

地域資源  

○町内の遊休農地  

○ながらグリーンツーリズムの豊富な実績  

○生産物の消費の場（リソル生命の森、道の駅など）  

○多様な町内の農業生産物  

事業主体  
  運営推進法人が長柄町グリーンツーリズム推進協議会と

連携  

期待される  

効果  

  自然に親しみたい移住者の希望の実現  

  施設内での経済循環の発生（生産→買い取り→消費）  

  近隣遊休農地の解消  

  農業と連携したイベントの実施（他世代交流、近隣住民

との交流、季節的なイベントでの利用）  

課題  
  農地の確保  

  技術指導者など協力者の確保  

期待される  

役割  

【町民】農業者の技術指導、援農ボランティア  

【移住者】市民農園の利用  

【長柄町】農地の確保、技術指導の斡旋  

【運営推進法人】市民農園の管理  

  

                                                   
4 市 民 農 園 ： 一 般 に 都 市 住 民 や 農 地 を 持 た な い 方 が レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 農 業 体

験 、 食 育 、 健 康 づ く り 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 自 然 と の ふ れ あ い と い っ た 目

的 な ど で 、 小 面 積 の 農 地 を 利 用 し て 野 菜 や 花 な ど を 栽 培 す る た め の 農 園  

 

長柄 町 と 農家 の 連携 によ り 特 定農 地 貸付 け等 の 手 法で 農 地を 確保 し 、 移

住者が市民農園とし て利用する。  

 自 然 との 親 し み、 農家 に よる 技 術 指導 や援 農 ボラ ン テ ィア 等 と の 交流 機

会の創出とともに 、生産物を施設内で利 用（買い取り制度 ）する事に より、

仕事としての生きが い創出につなげる。  

概要  
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 前述の事例に加え 、 各種アンケート・ ヒアリング調査、先 進事例調査等に

基づき、長柄町にお けるセカンドキャリ ア支援プログラムの 検討例を 参考と

して示す。  

 

分 野  事 業 プ ラ ン  概 要  取 組 例  

就

労 

シニア人材バンク 

高 齢 者 の就 業 と周 辺 事 業 所 の人 材 確 保 を

支 援 するため、専 門 的 な知 識 や技 術 等 を有

する高 齢 者 と、そうした高 齢 者 人 材 を求 める

企業 とのマッチングを行 う 

富 山 県  

静 岡 県  

ほか 

シニア向 け市場開発  

食 、生 活 関 連 、介 護 ・福 祉 分 野 商 品 などに

関 心 が高 い移 住 者 をモニターとして募 集 し、

商 品開発や品質改良につなげる。  

（周 辺 事 業 者の高齢 者 向け市 場の進 出にも

寄与 ） 

 

起 業 ・創 業 支援  
起 業に関する支援制度や支援機関の紹介  

起 業 ・創 業 に関する手続 きのワンストップ化  

福 岡 県  

ほか 

共 同 店舗の運営  

共 同 店 舗 での就 労 ボランティア、作 品 販 売 、

食 事 提 供 などにより就 労 の場 と地 域 交 流 を

実現  

ゆいま～る

那須  

シェア金 沢  

ほか 

ワークシェアリングシス

テムの導入  

ＩＣＴ技 術 を活 用 したワークシェアリングシステ

ムを活 用 し、高 齢 者 の就 労 希 望 と周 辺 企 業

の繁閑に応 じた求人 をマッチング 

岩 手 県  

八 幡 平市  

市 民 農園  

シェア農 園  

遊 休 農地の活用  

地 元 農 業 者 の協 力 のも とシ ェ ア農 園 を展

開 。耕 作 放 棄 地 の解 消 と新 規 就 農 を目 指

す。生 産 物は移 住 者の食 事やレストラン等 で

の使用 、直 売所の開設等により販 路 を確保  

 

リソル生 命 の森 での就

労機会の創出  

（共 同 事業の検討 ）  

合 宿 等での来場者の活動補助 、レストランへ

の食材供 給 、共 同 店舗 の一般利 用解 放 、フ

ィルムコミッションへの取 り組 み、農 業 ・昔 遊

び等体 験 プログラムの提 供 などにより移 住 者

の就労機会を創出  

 

生

涯
学

習 

大学講義の受講  

（カレッジリンク）  

千 葉 大 学 のカレッジリンクプログラム、学 生 に

対する相互講義  
 

生 涯 大学校 との連携  
生 涯 大 学 校 との連 携 強 化 による地 域 活 動

人材の育成  
 

地 域 人材バンク 

豊 富 な知識 ・経 験 を有 する人材 を登録 し、住

民 の方 に紹 介 。登 録 分 野 は 「教 育 」 、 「 文

化 ・伝 統 」、「料 理 」、「芸 術 」、「農 業 」、「スポ

ーツ」など 

福 井 県  

勝 山 市  

ほか 
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資格取得推進による 

人 材 育成  

資 格 取 得 補 助 、関 連 講 義 の遠 隔 受 講 、周

辺 企 業 での研 修 などを通 じた資 格 取 得 や知

識向上  

（保 育 、福 祉 、観 光 、園 芸 、重 機 、運 輸など）  

 

スポーツ施設の活用  

マスターズ大 会 、ねんりんピックなどの中 高 年

齢 を対 象 としたスポーツ大 会 の誘 致 や新 規

開催の検討  

 

目 標 志 向 型 イベントの

定期的な開催  

上 記 スポーツ大 会 、共 同 店 舗 での販 売 、既

に取 り組 んでいる文 化 イベントなど日 頃 の取

り組 みを発 表 、成 果 を実 感 できるイベントを

定 期 的 に開 催 し、意 欲 の継 続 や技 能 ・能 力

の向上を図 る 

 

社

会

参

加

・

地

域
活

動 

既存組織 との連携  

社 会 福 祉 協 議 会 、ＮＰＯ団 体 、経 済 団 体 な

ど既 存の社 会 参加 組 織 と連 携 し、社 会 参 加

機会 と取組効果の拡大を図 る 

 

企 業 のＣＳＲ活 動 との

連携  

清 掃 、食 育 、職 業 体 験 といった周 辺 事 業 者

のＣＳＲ活 動 とボランティア活 動の連携  
 

多 世 代交流の促進  

千 葉 大 学 の学 生 、附 属 小 中 学 校 の校 外 学

習 、子 ども園 児 童 ・学 童 保 育 のボランティア

など他世代交流の促進  

 

地 域 交流の場創出  
サ高 住 関 連 施 設 （温 浴 施 設 など）の地 域 住

民への開放による地域交流の場を創出  
 

地 域 課 題 解 決 型 の社

会参加  

二 次 交 通 の充 実 など住 民 生 活 の課 題 を自

らボランティアとして解 決 することで生 活 利 便

性向上 と移住 ・定 住促進につなげる 

（送 迎 事 例 ：プチ送 迎 ボランティア、あいあい

自動車 ） 

長 野 県 ・  

松 本 市  

三 重 県 ・ 

菰 野 町  

推
進

・

実
施

体

制 

多 様 な 担 い 手 に よ る

事業連携  

運 営 推 進 法 人 、行 政 、社 会 福 祉 協 議 会 、Ｎ

ＰＯ、千 葉 大 学 、事 業 者 、町 民 などが多 様 な

担 い手によるプログラムの提供  

茨 城 県  

阿 見 町  

プログラムのワンストッ

プ提 供  

専 門 人 材 の登 用 によるコーディネーターを設

置 し、セカンドキャリア支援 プログラムをワンス

トップで提供  

 

情 報 発信の強化  

移 住 ・定 住 イベント、ツアーの実 施 、県 との連

携 、ＩＣＴの活 用 、多 様 な主体によるＳＮＳを活

用 した情報発信により認 知度向上を図 る  

 

首 都 圏 への近 接 性 を

活用 した誘致活動  

二 地 域 居住の推進や、首 都 圏 でのイベント、

グリーンツーリズムを活 用 した都 市 農 村 交 流

など首 都 圏 への近 接 性 を活 かした誘 致 活 動

を展開  

 

庁 内 横 断 組 織 による

プログラム推進  

主 管 部 署 の設 置 とともに、庁 内 横 断 的 にプ

ロジェクトリーダーを担 い自 身 の業 務 としてプ

ロジェクトを推 進  

山 梨 県  

都 留 市  

住 民 理解の促進  

生 涯 活 躍 のまち構 想 の住 民 理 解 を促 進 し、

地 域 交 流 機 会 の増 加 や産 業 振 興 につなげ

る 
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VI．基礎調査結果概要 

事業者アンケート調査 

 

(1)  調査概要  

1)  調査の目的  

「長柄町生涯活躍の まち」の推進に あた り、移住者のセ カン ドキャリア

構 築 に 係 る 事 業 検 討 の 基 礎 資 料 と し て 、 周 辺 の 事 業 者 ・ Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 等 の

方々を対象に、中高 年齢層における雇用 の現状、連携事 業に 関する取組み

可能性などについて 把握する。  

 

2)  調査の対象  

  長柄町・茂原市 ・市原市・長南町の 事業所および周辺Ｎ ＰＯ団体  

  事業所： 1,862 事業所、ＮＰＯ： 138 団体  

 

3)  調査方法  

  郵送配布・郵送 による回収  

 

4)  調査の時期  

  平成 28 年 10 月 18 日（火）～ 11 月 14 日（月）  

 

5)  調査票の回答状況  

・  設計標本数： 2,000 事業所  

・  有効回答数 360 事業所（有効回答率 18.0％）  

 

 

(2)  調査結果（概要）  

1)  経営環境  

①  直近３年間の業績変化  

  直 近 ３ 年 間 の 業 績 変 化 は 、「 売 上 高 」、「 経 常 利 益 」、「 取 引 先 数 ・ 顧 客 数 」

は 「 増 加 し た 」 が 「 減 少 し た 」 を 上 回 っ て お り 、 業 績 変 化 と し て は 「 好

転」している事業所 の方が多くなってい る。  

  全 体 に 比 べ 、 長 柄 町 立 地 企 業 の 方 が 「 売 上 」、「 経 常 利 益 」、「 取 引 先 数 ・

顧 客 数 」 に お い て 「 減 少 し た 」 の 割 合 が 多 く な っ て お り 、 周 辺 自 治 体 に

比べ厳しい経営環境 となっている。  

 

②  主要事業の将来展望  

  今 後 予 想 さ れ る 市 場 規 模 は 、「 現 状 維 持 」 が 45.4％ で 最 も 多 く 、「 縮 小

（ 27.0％）」が「拡 大（ 20.7％）」を上 回っている。長 柄町 立地企業では、

全体に比べ「縮小（ 36.0％）」の割 合が 高くなっている。  

  事業規模の方向性で は、「現 状維持」が 58.0％で最も多く 、「拡 大（ 23.4％）」

が「縮小（ 7.7％）」、「廃業・撤退（ 7.4％）」を上回っ てい る。  

 

 



16 

 

2)  雇用  

①  年齢別の従業員数  

  年齢別の従業員の構 成比は、年齢が上が るにつれて、「 正社 員・役員」の

割合が低下し、65 歳以上の従業員では 、「正社員・役員 」の 割合は 38.9％

と「パート・アルバ イト（ 36.1％）」と 同水準となっている 。  

 

②  雇用不足感  

・  部門別の雇用過不足 感は、正社員に おけ る「生産管理部 門（ 不足：37.8％）」、

「技術開発部門（不 足： 46.0％）」など で不足感が強くなっ ている。  

・  業 種 別 の 雇 用 不 足 感 Ｄ Ｉ （「 不 足 」 -「 過 剰 」 で 算 出 ） は 、「 医 療 ・ 福 祉 」

に お け る 「 営 業 販 売 部 門 ・ 正 社 員 （ 71.4％ ）」、「 技 術 開 発 部 門 ・ 正 社 員

（ 66.7％）」、「 その他 サービス」における「 生産部門・正社員以 外（ 54.2％）」

などで不足感が強く なっている。  

 

③  雇用人数と今後の雇用人数  

  直近５年間における 雇用人数の増減は 、「正社員 」、「正社員 以外」ともに

「 増 え て い る 」 が 「 減 っ て い る 」 を 上 回 っ て お り 、 全 体 と し て の 雇 用 人

数 が 増 加 し て い る 事 業 所 の 方 が 多 く な っ て い る 。 業 種 別 の 雇 用 人 数 Ｄ Ｉ

（「増えている」 -「 減っている」で算出 ）をみると、「正社 員」、「正社 員

以 外 」 と も に 「 医 療 ・ 福 祉 業 」 が 最 も 高 く な っ て お り 、 雇 用 増 加 傾 向 が

強い業種となってい る。  

  今後の採用人数は 、「正社員 」、「 正社員 以外」ともに雇 用人 数を増加させ

る意向の事業所が多 くなっている。業種 別の今後の採用人数 ＤＩ（「増や

していく」 -「減ら していく」で算出）をみると「医療・福 祉業」が最も

高 く な っ て い る 。「 医 療 ・ 福 祉 業 」 以 外 で も 、「 運 輸 業 （ 正 社 員 、 正 社 員

以外ともに 50.0％）」、「その他サー ビス」における「正社 員以 外（ 50.0％）」

などでも高くなって いる。  

 

④  求める人材のスキル・年齢  

  求める人材のスキル は、「高い 労働意欲 」が 60.0％と最も多 くなっており、

次いで、「顧客対応力（ 56.0％）」、「実務 経 験（ 55.4％）」、「協 調 性（ 54.9％）」

の順となっている。  

  業種別では、「高い労 働力」における「製造 業（ 79.2％）」、「運 輸 業（ 71.4％）」、

「 そ の 他 サ ー ビ ス （ 70.6％ ）」、「 顧 客 対 応 力 」 に お け る 「 卸 売 ・ 小 売

（ 77.8％ ）」、「 Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 （ 71.4％ ）」、「 協 調 性 」 に お け る 「 そ の 他 サ ー

ビ ス （ 70.6％ ）」、「 資 格 」 に お け る 「 医 療 ・ 福 祉 （ 72.2％ ）」 な ど が 多 く

なっている。  

  求める人材の年齢は 、「 30 歳代」が 52.8％で最も多いが 、「 60 歳代」にお

ける「ＮＰＯ団体（ 21.4％）」、「年齢は 限定しない」におけ る「医療・福

祉 （ 42.1％ ）」、「 製 造 業 （ 39.1％ ）」 等 も 多 く な っ て お り 、 高 年 齢 層 で も

一定の人材需要がみ られている。  
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3)  シニア人材の雇用  

①  ５５歳以上の中途採用実績  

  55 歳 以 上 の 中 途 採 用 実 績 は 、「 パ ー ト ・ ア ル バ イ ト と し て 中 途 採 用 」 が

36.1％で最も多く、次いで「正社員とし て中途採用（ 30.7％）」となって

いる。一方、「 中途 採用を行っておらず 、今後も採用する予 定は ない」も

28.5％を占めている 。  

図表  11  5 5 歳 以 上の中途採用実績  

 

 

②  ５５歳以上の中途採用の理由  

  55 歳 以 上 の 中 途 採 用 を 行 っ た 理 由 は 、「 現 場 の 人 員 不 足 へ の 対 応 」 が

71.3％で突出して多 くなっており、次い で、「若者の従 業員 が採用できな

い（ 18.8％）」、「勤 務時間の融通がきく （ 15.5％）」の 順と なっている。  

  業 種 別 で は 、「 運 輸 業 」 に お け る 「 現 場 の 人 員 不 足 へ の 対 応 （ 81.3％ ）」、

「 医 療 ・ 福 祉 」 に お け る 「 勤 務 時 間 の 融 通 が き く （ 40.0％ ）」、「 製 造 業 」

における「若い社員 の技術・技能指導（ 38.9％）」など が多 い。  

 

 

 

③  ５５歳以上の中途採用を行わない理由  

  55 歳以上の中途採 用を行わない理由は 、「現状の 従業員数で 対応できてい

る」が 48.4％で最も多くなっており、次 いで、「若年 者の雇 用を優先した

い （ 36.1％ ）」、「 体 力 面 、 健 康 面 で の 懸 念 が あ る （ 29.5％ ）」 の 順 と な っ

ている。  

 

④  シニア人材の雇用拡大に向けた支援策  

  シニア人材の雇用拡 大に向けた支援策は 、「高齢者雇用 を促 進した企業に

対する助成制度」が 58.7％で最も多くな っており、次いで 、「雇用・採用

を 希 望 す る 地 元 企 業 ・ Ｎ Ｐ Ｏ ・ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 に 対 す る 情 報 提 供

（ 41.9％）」、「シニ ア人材と地元企業・ＮＰＯ・ボランティ ア団体等のマ

ッチング事業（ 27.6％）」の順とな って いる。  

  属性別では、「 ＮＰ Ｏ団体」における「 シニア人材と地元企 業・ＮＰＯ・

ボランティア団体等 のマッチング事業（ 68.0％）」「不動産、物品賃貸業」

に お け る 「 雇 用 ・ 採 用 を 希 望 す る 地 元 企 業 ・ Ｎ Ｐ Ｏ ・ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体

等に対する情報提供 （ 66.7％）」な どが 多くなっている。  

 

 

 

  

30.7

16.8

36.1

2.8

10.4

28.5

2.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

正社員として中途採用を行った

契約社員・嘱託として中途採用を行った

パート・アルバイトとして中途採用を行った

出向・転籍者の受入れを行った

中途採用を行っていないが検討している

中途採用を行っておらず、今後も採用する予定はない

その他

（％）

（n＝316）
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4)  ＣＣＲＣ事業との連 携  

①  連携が可能と思われる事項  

  ＣＣＲＣ事業と連携 が可能と思われる事 項では、「移住 者の 雇用（契約社

員、パート・アルバ イト等）」が 28.1％で最も多く、次いで 、「従業員の

健 康 支 援 ・ 指 導 （ 23.0％ ）」、「 従 業 員 の リ ソ ル 生 命 の 森 施 設 の 優 待 利 用

（ 21.1％ ）」 の 順 と な っ て い る 。 一 方 、「 連 携 が 可 能 と 思 わ れ る 事 項 は な

い」は 42.6％と最も回答割合が高くな っている。  

 
図表  12  ＣＣＲＣ事 業 と連携が可能 と思われる事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  連携が困難な理由  

  連携が困難な理由は 、「自社内に 対応で きる人材がいない」が 46.2％で最

も 多 く な っ て お り 、 次 い で 、「 主 要 事 業 以 外 に 取 り 組 む 余 裕 が な い

（ 43.9％ ）」、「 リ ソ ル 生 命 の 森 と 自 社 ・ 団 体 が 物 理 的 ・ 時 間 的 に 遠 い

（ 20.5％）」の 順と なっている。  

  

28.1

18.4

13.0

6.9

6.6

6.3

4.2

3.0

16.6

8.2

17.8

11.2

8.8

23.0

21.1

10.0

1.8

42.6

0 10 20 30 40 50

【就労・共同事業】

移住者の雇用(契約社員、パート・アルバイト等）

移住者の雇用（正社員・団体職員）

イベントの共同実施

新たな商品、製品、サービスの共同開発

施設内での共同店舗の運営

起業に向けたビジネスプランの共同検討

リソル生命の森内での出店

シニア向け市場のテストの場

【生涯学習】

移住者の生涯学習に関する支援（職業体験等）

従業員の教育関連プログラムへの参加(大学講義参加等)

【社会参加・地域活動】

従業員に対する子育て支援との連携（学童保育等）

自社・団体が実施する活動のボランティアメンバーとして参加

ボランティア活動と自社のＣＳＲ活動との共同実施

【健康づくり・その他】

従業員の健康支援・指導（人間ドック、健康相談など）

従業員のリソル生命の森施設の優待利用

最寄り駅等からの送迎バスの相互運用

その他

連携が可能と思われる事項はない

（％）

(n＝331)
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Ｗｅｂアンケート調査（都市住民） 

(1)  調査概要  

1)  調査の目的  

「長柄町生涯活躍の まち」の推進にあた り、首都圏住民等に 対し、将来

の移住意向、希 望す るセカンドキャリア などを調査し、移住 者のニーズと

地域資源とのギャッ プを把握する。  

 

2)  調査の対象  

  移住に関心のあ る 50～ 74 歳の男女 1,500 人  

  ①千葉県： 500 人  

  ②千葉県以外の 首都圏住民（東京都 ・神奈川県・埼玉県 ）： 1,000 人  

    

 

3)  調査方法  

  調査会社のモニ ターに対するＷｅｂ アンケート調査  

 

4)  調査の時期  

  平成 28 年 11 月 18 日（金）～ 11 月 21 日（月）  

 

(2)  調査結果（概要）  

1)  地方移住  

①  地方移住への興味  

 

本調査 では、 移住へ の興味 をスク リーニ ング調 査とし 、移住 に興味 がある

方のみを調査対象と した。  

本調査 におけ る「移 住」と は、今 より魅 力的な 生活・ 環境を 求めて 自ら積

極的に 居住地 を移す ことを 言い、 転勤・ 転職・ 進学等 により やむを えず居

住地を移す場合は含 まない。  

  地方移住への興味は 、「まだはっき りと 移住したいと決めて いるわけでは

ないが興味は持って いる」が 66.8％で最も多く、次いで 、「 いつか移住し

たいと思っているが まだ具体的には検討 はしていない（ 20.5％）」、「いつ

か移住したいと思っ て、具体的に移 住先 を検討している（ 12.7％）」とな

っている。  

  「いつか移住したい と思って、具体的 に 移住先を検討してい る」では、「 60

～ 64 歳（ 17.7％）」、「自営業・自由業（ 17.4％）」、「金融資産 １億円以上」

の層で多くなってい る。  

 

②  移住先として考慮する地域  

  移住先として考慮す る地域は、「地 方部（農村部 ・山間部・漁村部など都

県 に 関 わ ら ず 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 の 三 大 都 市 圏 中 心 部 か ら 概 ね １ 時 間 以

上の地域）」が 38.3％で最も多くなって いる。次いで、「そ の他の都市部

（都内、政令指定都 市、中核市以外 ）」 が 29.6％となって いる。  

  「 地 方 部 」 は 、「 男 性 （ 44.9％ ）」、「 無 職 [年 金 生 活 者 を 含 む ]（ 43.3％ ）」

などで多くなってい る。一方、「女 性」 は 28.7％と「男性 」と 16.2 ポイ

ントと大きな開きが みられている。  
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③  地方で暮らしてみたい理由  

  地 方 で 暮 ら し て み た い 理 由 は 、「 自 然 に 囲 ま れ て 暮 ら し た い か ら 」 が

73.0％で突出して多 くなっており、次い で、「健康的な 生活 がしたいから

（ 44.1％ ）」、「 生 ま れ 故 郷 に 戻 り た い か ら （ 19.2％ ）」、「 生 活 コ ス ト が 下

がるから（ 19.0％）」の順となっている 。  

  属 性 別 で は 、「 自 然 に 囲 ま れ て 暮 ら し た い か ら 」 に お け る 「 70～ 74 歳

（ 82.1％ ）」、「 公 務 員 ・ 団 体 職 員 （ 90.0％ ）」、「 魅 力 を 感 じ て い る 街 が あ

るから」におけ る「 公務員・団体職 員（ 26.7％）」、「趣味を 楽しみたいか

ら」における「 70～ 74 歳（ 21.4％）」、「災 害に強い地域で暮ら したいから」

における「金融資産 １億円以上（ 19.0％）」、「 70～ 74 歳（ 17.9％）」など

が多くなっている。  

 

2)  セカンドキャリア  

①  セカンドキャリアとして行いたい事項  

  セカンドキャリアと して取り組みたい事 項は、「健康 づくり」が 34.6％で

最 も 多 く 、 次 い で 、「 趣 味 の 充 実 （ 22.7％ ）」、「 園 芸 （ 21.8％ ）」、「 農 業

（ 16.8％）」の 順と なっている。  

  「健康づくり」は「 70～ 74 歳（ 49.4％）」など年齢が高い程 関心が高くな

っている。「 70～ 74 歳」は、「健康 づく り」以外でも「同居 家族との時間

の 充 実 （ 23.4％ ）」、「 ス ポ ー ツ （ 22.1％ ）」、「 子 ど も 、 孫 と の 時 間 の 充 実

（ 15.6％ ）」 な ど が 全 体 に 比 べ 多 く な っ て い る 。 ま た 、「 公 務 員 」 に お け

る 「 就 労 [過 去 の 就 労 経 験 が な い 分 野 ]（ 18.7％ ）」、「 行 政 施 策 へ の 協 力

（ 12.0％）」も 多く なっている。  

 

②  セカンドキャリアで活用したい経験・スキル・教養  

・  活用したい経験・スキル・教養では、「事 務スキル（経理、パ ソコン など）」

が 15.1％で最も多 く、次いで、「対話力 [営業、接客経験 ]（ 13.3％）」、「料

理（ 11.9％）」、「園芸（ 11.3％）」の順とな っている。一方で 、「 特にない」

が 36.9％と最も多 い回答となっている 。  

・  属性別では、「園芸 」における「 70～ 74 歳（ 20.8％）」や「 金融資産 5,000

万 円 以 上 １ 億 円 未 満 （ 20.0％ ）」、「 対 話 力 [営 業 、 接 客 経 験 ]（ 19.1％ ）」

などが多くなってい る。また、「特 にな い」では、「家 事専 業」が 49.8％

で最も多くなってい る。  

 

3)  長柄町の認知度  

  長柄町の認知度では 、「知らない（ 聞い たこともない）」が 50.1％と半数

を 占 め て い る 。 次 い で 、「 名 前 は 聞 い た こ と が あ る （ 21.4％ ）」、「 行 っ た

こ と が あ り 知 っ て い る （ 17.9％ ）」、「 行 っ た こ と は な い が 知 っ て い る

（ 10.6％）」の 順と なっている。  

  「 行 っ た こ と が あ り 知 っ て い る 」 は 、「 千 葉 県 （ 35.2％ ）」、「 70～ 74 歳

（ 26.0％）」で高く 、「 知らない（聞い たこ ともない）」は「神 奈 川県（ 68.7％）」

で最も多くなってい る。  
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4)  リソル生命の森での 活動に関する興味  

①  興味のある活動  

  リソル生命の森での 活動に 関する興味度【（「とて も魅力を感 じる」＋「や

や魅力を感じる 」）-（「あまり 魅力を感じ ない」＋「 全く魅力 を感じない」）】

では、「文化・ 芸術 活動」が 19.8％で 最も高く、次いで 、「農産物の生産

活動（ 18.8％）」、「 スポーツサークルへ の参加（ 9.5％）」、「 高齢者の見守

り、配食等の生活支 援活動（ 8.7％）」の 順となっている。一 方、「起業・

創業（▲ 23.5％）」、「 スポーツ指導（▲ 19.4％）」、「共同店舗運 営（▲ 17.6％）」

などが低くなってい る。  

 
図表  13  興 味のある活動分野  
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グループディスカッション 

(1)  調査概要  

調査目的  

首都圏 の移 住希 望 者の方 から 、 移 住 先の検 討に 係る 忌 憚のな

い意見 ・要 望な ど を直接 的に 把握 し 、長柄 町生 涯活 躍 のまち

構想のコンセプトづくりに反映させる  

実施方法  参加者５名によるグループディスカッション方式  

実施時期  平成２９年１月２２日（日）  13： 00 ～  15： 00  

会場  東京都中央区日本橋  ウィズビジネスセンター会議室  

テーマ  

①  移住に関する興味  

②  希望する移住先と重視する検討項目  

③  リソル生命の森への評価（他地域、施設との比較）  

④  興味のあるセカンドキャリアプログラム  

参加者  

移住に 関す るＷ ｅ ｂアン ケー トを 実 施し、 回答 内容 か ら選定

した５名  

※ 「 地 方 移 住 へ の 興 味 」、「 Ｃ Ｃ Ｒ Ｃ へ の 興 味 」、「 保 有 金 融 資 産 」、

「 居 住 地 」 等 を 考 慮  

 性別  年齢  居住地  職業  

１  男性  55 歳  東京都  公務員  

２  女性  64 歳  東京都  家事専業  

３  女性  66 歳  東京都  パート・アルバイト・契約社員  

４  男性  62 歳  東京都  無職  

５  女性  60 歳  神奈川県  家事専業  
 

 

(2)  ディスカッション内容（要旨）  

1)  移住に関する興味  

・  移住にあたっ ては、 将来太平洋側 で想定 される大規模 地震も 考慮してい

る。（ 50 歳代、男性 、東京都）  

・  完全に移住し なくて も、東京で仕 事など をやって、移 住先で はのんびり

過ごすという二地域 居住の形も検討して いる。（ 60 歳代、女性、東京都） 

・  都会の刺激も 欲しい ため二拠点居 住 が良 いと考えてい る。（ 60 歳代、男

性、東京都）  

・  自治体のイベントや 、移住に関するセン ターなどを訪ねたこ とはないが、

情報収集は自 治体の ホームページ で移住 に関する支援 制度な どをみてい

る。気になる 自治体 をホームペー ジで検 索し、自治体 の生活 環境などを

調べている。（ 50 歳 代、男性、東京都）  

・  移住に関する 情報は テレビでみる 。最近 は移住関係の 番組も 多い。気に

なった地域は それを ホームページ で調べ ている。（ 60 歳代、 女性、神奈

川県）  

・  移住先の情報 として は、長野県、 山梨県 、北海道、宮 崎県な ど比較的遠

方の情報が多 く、千 葉県の移住関 連情報 を見聞きした 事はな い。千葉県

の各地域は、 移住先 としてあまり 意識し ていなかった ので、 近場の移住

先としての魅 力をア ピールする必 要があ るのではない か。近 場である千

葉県は二地域居住に はピッタリではない か。（ 60 歳代、女性 、東京都）  
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2)  希望する移住先と重 視する検討項目  

・  重視すること は自分 がやりたいこ とがで きるか。 住ま いが重 要で再生が

出来る古民家の情報 などがあると良い。 (60 歳代、男性、東 京都 ) 

・  20 年前位に話題と なったスペインのコ スタ・デル・ソルへの移住も良い

と思っていたが 今は さびれていると聞い ている。そういった 話を聞くと、

移住に失敗して、引 き揚げてくるのが怖 い。（ 60 歳代、女性 、東京都）  

・  自分たちが移 住した 際に、受け入 れてく れるコミュニ ティが あるかどう

かも大事。衣 食住は なんとかなる が、人 間関係は厳し い。失 敗する懸念

があるのはコミュニ ティの部分。（ 60 歳 代、女性、神奈川県 ）  

・  個人的には、 マンシ ョン居住では 地方移 住の意味が無 い気が する。古民

家もあこがれ ている 。一人では広 すぎて 住めないため 、気の 置けない仲

間と一緒に住んでみ たい。  

・  医療体制が重 要。都 会は何かあれ ばすぐ に病院いける が、田 舎で一人暮

らしであると 、何か あった時に怖いので 、近くに総合 病院が あると良い。

（ 60 歳代、女性、 東京都）  

・  移住先で就労 が可能 かという点と 、地域 包括支援セン ター等 の医療・介

護の整備状況や福祉 施策において、都会 と遜色ないとまでは 言わないが、

大きな負担なくでき るかという点が重要 。  

・  新しい住民を 既存の コミュニティ が受け 入れてくれる かどう かも重要。

特に高齢の両 親を抱 えていると周 囲の住 民に助けても らう必 要もあるた

めコミュニテ ィは重 要。コミュニ ティを 含めた実際の 環境は 、お試し移

住などで確かめるの が良いのではないか 。（ 50 歳代、男性、 東京都）  

・  ＣＣＲＣは、 就労、 趣味、介護、 医療が そろっている ため良 い取組であ

ると考えている。  

・  心配点として 、受入 れ自治体の財 政余力 があるのかも 大事。 移住してか

ら 夕 張 市 の よ う に 住 民 サ ー ビ ス を 切 り 詰 め ら れ た ら 困 っ て し ま う 。（ 50

歳代、男性、東京都 ）  

 

3)  長柄町、リソル生命 の森への評価  

・  長柄町は消滅 可能性 都市になって いるの ではないか。 自治体 が破たんし

た場合に民間 事業者 や千葉大学が 事業継 続するといっ ても、 基礎自治体

の支援も重要であり 、その点で不安があ る。  

・  介護保険料を 始めと した費用が異 なるた め、東京で住 むより も、生活コ

ストが高くな るので はないか。実 際生活 するうえで、 介護保 険料のシミ

ュレーション なども 示して欲しい 。良い ところばっか り見せ るのではな

く、個人別の将来の 見通しを示して欲し い。  

・  ＣＣＲＣは元 気な高 齢者が移住す るとい うイメージが 多いが 、脳梗塞な

どの疾患の場 合、分 単位の戦いな ので、 3 次救急まで １時間 かかるとい

うのは不安がある 。（ 50 歳代、男性、 東京都）  

・  施設やコンセ プトな どからみると 、都市 部の富裕層を ターゲ ットにして

いると思うが 、長期 滞在型のレジ ャー施 設との差別化 が分か らない。サ

ービス付高齢 者住宅 を整備し、将 来に渡 って入居でき るとい う点につい

ても希望的観測に思 える。（ 60 歳代、女 性、東京都）  

・  サ高住も含め た入居 費用がかなり 高額に なるのではな いか。 元気な うち

は色々なこと を楽し みながら生活 を送れ そうだが、 自 由が利 かなくなっ

た際にどのようなサ ービスが受けられる かを具体的に示して 欲しい。（ 60

歳代、女性、東京都 ）  
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・  リゾート施設 にしか 思えない。自 身が考 える地方移住 として は、 不便を

覚悟して検討 してい るのでこのよ うな施 設は不要であ る。（ 60 歳代、男

性、東京都）  

・  リソル生命の 森は、 地元住民があ まり利 用していない と思わ れ、もとも

と町内で孤立 してい る場所で、さ らにそ こへ籠ってし まうと 、新しい移

住者がなおさら孤立 してしまうのではな いか。  

・  現状では別荘 という イメージ。ず っと住 んでしまうと 、 1 年くらいで施

設内の活動に飽きて しまうのではないか 。  

・  「リソル生命 の森」 の施設内で提 供され るサービスだ けでな く、長柄町

でどのような 生活が 営まれて いる か、と いうことが知 りたい 。移住者は

あくまで地域 が好き で移住するの で、施 設をアピール するの ではなく、

長柄町をアピールす る必要がある。（ 50 歳代、男性、東京都 ）  

 

 

4)  興味のあるセカンド キャリアプログラム  

・  地域の産業に 合わせ た就労先があ ると思 うので、長柄 町に 来 ればこうい

う就労ができるとい うことを具体的に教 えて欲しい。  

・  長柄町の住民 や移住 者の日常生活 を教え て欲しい。地 域の魅 力を打ち出

した具体的なものを 示す事が重要ではな いか。（ 50 歳代、男性、東京都） 

・  移住者が再びフルタ イムで働くのは難し いと思われる。そう いった方は、

農業などの分野のパ ートタイムで就労し た方が良いのではな いか。  

・  地方移住では 、農業 をやりたいと いう話 が必ずでるが 、農業 は自然が相

手なので 24 時間対 応が必要で大変な作 業量である。地域の 農業でもうま

くシニアを活用でき るのではないか 。（ 60 歳代、男性、東京 都）  

・  地元の知って いる人 が教えてくれ ると、 効率よく進む ことは 多い。地元

の人は、移住 者に生 活に必要な事 など教 え、移住者は 介護施 設などでボ

ランティア活 動をす るといったこ とをコ ーディネート する仕 組みがある

と良い。  

・  最近は○○マイスタ ーなどで、個人が持 つスキルを認定する 制度がある。

長柄町でも、 人材バ ンクのような 仕組み をつくり、住 民がそ れぞれ何を

教えられるな どとＰ Ｒすれば、移 住者と 町民が新たな コミュ ニティとし

て溶け合う機会が増 えるのではないか 。（ 60 歳代、女性、 神奈川県）  

・  移住を促進す る自治 体の住民が、 本当に 都市部の移住 者に来 て欲しいと

いう意識がみえる事 が必要。住民が 付い てきていなくて 、千 葉大学、町 、

事業会社が勝 手に作 っているイメ ージが ある。例えば 、住民 のアンケー

トで、これだ けの住 民の方が来て ほしい と思っている という 数字を具体

的に示してくれると 説得力がある。  

・  長柄町のどの 魅力が 、都市部の移 住者に 刺さるかは分 からな いので、詳

細に強み、弱みを洗 い出すと良い。（ 50 歳代、男性、東京都 ）  

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長柄町 

セカンドキャリア支援プログラム 

平成２９年２月 

長柄町  企画財政課   


